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(57)【要約】
【課題】コンテンツ要約情報表示機能を有する多機能機
を提供すること。
【解決手段】コンテンツ提供サーバから取得されたフィ
ード情報に基づいて更新コンテンツ情報１３２が生成さ
れ、内部メモリ３７に記憶される。内部メモリ３７に記
憶された更新コンテンツ情報１３２のうちからｋ個の更
新コンテンツ情報１３２が選び出されて、ワークメモリ
３９に記憶される。ワークメモリ３９に記憶された更新
コンテンツ情報１３２のコンテンツタイトル文字列１４
０が、表示パネル５０に一覧表示される。一覧表示され
たコンテンツタイトル文字列１４０のうちからユーザが
選択したコンテンツタイトル文字列１４０に対応するデ
ィスクリプション１４４が、スクロール表示される。ま
た、一覧表示されたコンテンツタイトル文字列１４０の
うちからユーザが選択したコンテンツタイトル文字列１
４０に対応するサイトＵＲＬ１０２が、ＰＣ７０や７１
に送信される。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各コンテンツのタイトルと各コンテンツのコンテンツ位置情報とコンテンツの一部を示
す本文情報とを少なくとも含むコンテンツ要約情報の要約情報位置情報に基づいて前記コ
ンテンツ要約情報の各々にアクセス可能である通信装置であって、
　前記通信装置は情報表示装置に通信可能に接続され、
　前記要約情報位置情報に基づいて複数の前記コンテンツ要約情報を取得し、取得した前
記コンテンツ要約情報の少なくとも一部を有するように前記コンテンツ要約情報を用いて
生成された格納要約情報を第１メモリに記憶する第１記憶制御手段と、
　前記第１メモリに記憶された前記格納要約情報のうちから所定数の前記格納要約情報を
選び出して第２メモリに記憶する第２記憶制御手段と、
　前記第２メモリに記憶された前記格納要約情報の前記タイトルを前記通信装置に備えら
れる表示部に一覧表示し、一覧表示された前記タイトルのうちから何れか１つを選択する
操作を受け付けて選択された該タイトルに対応する前記格納要約情報に含まれる前記本文
情報をスクロール表示する第１表示手段と、
　一覧表示された前記タイトルのうちから何れか１つを選択する操作を受け付けて選択さ
れた該タイトルに対応する前記格納要約情報に含まれる前記コンテンツ位置情報を前記情
報表示装置に送信する位置情報送信手段と
　を備えることを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　各コンテンツのタイトルと各コンテンツのコンテンツ位置情報とコンテンツの一部を示
す本文情報とを少なくとも含むコンテンツ要約情報の要約情報位置情報に基づいて前記コ
ンテンツ要約情報の各々にアクセス可能である通信装置であって、
　前記通信装置は情報表示装置に通信可能に接続され、
　前記要約情報位置情報に基づいて複数の前記コンテンツ要約情報を取得し、取得した前
記コンテンツ要約情報の少なくとも一部を有するように前記コンテンツ要約情報を用いて
生成された格納要約情報を第１メモリに記憶する第１記憶制御手段と、
　前記第１メモリに記憶された前記格納要約情報のうちから所定数の前記格納要約情報を
選び出して第２メモリに記憶する第２記憶制御手段と、
　前記第２メモリに記憶された前記格納要約情報の前記タイトルを前記通信装置に備えら
れる表示部に一覧表示し、一覧表示された前記タイトルの前記格納要約情報に含まれる前
記本文情報を順番にスクロール表示する第１表示手段と、
　一覧表示された前記タイトルのうちから何れか１つを選択する操作を受け付けて選択さ
れた該タイトルに対応する前記格納要約情報に含まれる前記コンテンツ位置情報を前記情
報表示装置に送信する位置情報送信手段と
　を備えることを特徴とする通信装置。
【請求項３】
　前記通信装置は、一覧表示された前記タイトルのうちから何れか１つを選択する操作を
受け付けて選択された該タイトルに対応する前記格納要約情報を前記第２記憶制御手段か
ら削除する削除手段
　を備えることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記通信装置は、前記位置情報送信手段によって前記コンテンツ位置情報が前記情報表
示装置に送信された前記格納要約情報からキーワードを取得する第１取得手段を備え、
　前記第２記憶制御手段は、前記位置情報送信手段によって前記コンテンツ位置情報が前
記情報表示装置に送信された前記格納要約情報または前記削除手段によって削除された格
納要約情報に代えて、前記キーワードに関連する前記格納要約情報を前記第１メモリから
選び出して前記第２メモリに記憶させる
　ことを特徴とする請求項３に記載の通信装置。
【請求項５】
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　前記通信装置は、前記削除手段によって削除された前記格納要約情報からキーワードを
取得する第２取得手段を備え、
　前記第２記憶制御手段は、前記位置情報送信手段によって前記コンテンツ位置情報が前
記情報表示装置に送信された前記格納要約情報または前記削除手段によって削除された格
納要約情報に代えて、前記キーワードに関連しない前記格納要約情報を前記第１メモリか
ら選び出して前記第２メモリに記憶させる
　ことを特徴とする請求項３または請求項４に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記通信装置は前記情報表示装置から送信されてきた印刷データを印刷する印刷機能を
有し、
　前記通信装置は、前記印刷データからキーワードを取得する第３取得手段を備え、
　前記第２記憶制御手段は、前記位置情報送信手段によって前記コンテンツ位置情報が前
記情報表示装置に送信された前記格納要約情報または前記削除手段によって削除された格
納要約情報に代えて、前記キーワードに関連する前記格納要約情報を前記第１メモリから
選び出して前記第２メモリに記憶させる
　ことを特徴とする請求項３ないし請求項５に記載の通信装置。
【請求項７】
　前記キーワードは、前記要約情報位置情報であり、
　前記第２記憶制御手段は、前記要約情報位置情報が一致する前記格納要約情報を互いに
関連する前記格納要約情報であると判断し、前記要約情報位置情報が一致しない前記格納
要約情報を互いに関連しない前記格納要約情報であると判断する
　ことを特徴とする請求項４ないし請求項６に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記通信装置は、前記キーワードに応じて前記格納要約情報に分類情報を割り当てる分
類手段を備え、
　前記キーワードは、前記分類情報であり、
　前記第２記憶制御手段は、前記分類情報が一致する前記格納要約情報を互いに関連する
前記格納要約情報であると判断し、前記分類情報が一致しない前記格納要約情報を互いに
関連しない前記格納要約情報であると判断する
　ことを特徴とする請求項４ないし請求項６に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記表示部に表示された操作部を選択する操作を受け付けて、前記第２メモリに記憶さ
れた全ての前記コンテンツ位置情報を前記情報表示装置に送信する一括送信手段を備える
　ことを特徴とする請求項１ないし請求項８に記載の通信装置。
【請求項１０】
　前記通信装置は、前記位置情報送信手段によって前記コンテンツ位置情報が前記情報表
示装置に送信された前記格納要約情報からキーワードを取得する第１取得手段を備え、
　前記第１記憶制御手段は、前記位置情報送信手段によって前記コンテンツ位置情報が前
記情報表示装置に送信された前記格納要約情報または前記削除手段によって削除された格
納要約情報に代えて、前記キーワードに関連する前記コンテンツ要約情報を取得して前記
格納要約情報を生成する
　ことを特徴とする請求項３に記載の通信装置。
【請求項１１】
　前記通信装置は、前記削除手段によって削除された前記格納要約情報からキーワードを
取得する第２取得手段を備え、
　前記第１記憶制御手段は、前記位置情報送信手段によって前記コンテンツ位置情報が前
記情報表示装置に送信された前記格納要約情報または前記削除手段によって削除された格
納要約情報に代えて、前記キーワードに関連しない前記コンテンツ要約情報を取得して前
記格納要約情報を生成する
　ことを特徴とする請求項３または請求項４に記載の通信装置。
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【請求項１２】
　前記通信装置は前記情報表示装置から送信されてきた印刷データを印刷する印刷機能を
有し、
　前記通信装置は、前記印刷データからキーワードを取得する第３取得手段を備え、
　前記第１記憶制御手段は、前記位置情報送信手段によって前記コンテンツ位置情報が前
記情報表示装置に送信された前記格納要約情報または前記削除手段によって削除された格
納要約情報に代えて、前記キーワードに関連する前記コンテンツ要約情報を取得して前記
格納要約情報を生成する
　ことを特徴とする請求項３ないし請求項５に記載の通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワーク上で公開されているコンテンツのタイトルを表示する通信装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　様々なコンテンツがネットワーク上で公開されている。各コンテンツのＵＲＬと各コン
テンツのタイトルとを含むコンテンツ要約情報を公開しているサーバが存在する。コンテ
ンツ要約情報の一例として、例えば、フィード情報（Ｆｅｅｄ）を挙げることができる。
フィード情報のフォーマットとしては、例えば、ＲＳＳ(Resource Description Framewor
k Site Summary)やＡｔｏｍが存在する。
【０００３】
　特許文献１には、複数のＲＳＳサーバからＲＳＳフィード情報（記事の画像も含まれる
）を取得し、記事のタイトルを一覧表示し、何れかのタイトルが選択されると、記事のタ
イトル、本文（ディスクリプション）、画像、ウェブページへのリンクボタンを表示する
構成が開示されている。そして、リンクボタンが選択されると、ウェブページの情報を取
得して表示するという構成が開示されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１６５６９２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　比較的小さい表示装置で記事のディスクリプションを表示する場合には、ディスクリプ
ションの全文を表示装置に表示することはできないため、ディスクリプションの一部を表
示することになる。すると、ディスクリプションの内容が目的の内容であるか否かの判断
を容易に行うことができないため、目的の記事情報を探すために手間が発生するため問題
である。本明細書では、このような不便性を解消することができる技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る通信装置は、要約情報位置情報に基づいてコンテンツ要約情報にアクセス
可能である通信装置である。コンテンツ要約情報は、各コンテンツのタイトルと、各コン
テンツのコンテンツ位置情報と、コンテンツの一部を示す本文情報と、を少なくとも含む
情報である。上記の「位置情報」という用語は、コンテンツの位置を特定することができ
るあらゆる情報を含む概念である。位置情報の一例として、例えば、ＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏ
ｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）等を挙げることができる。また、上記の「タ
イトル」は、コンテンツの全体の文字列よりも少ない文字列であって、コンテンツの内容
を反映している文字列を意味する。
【０００７】
　また、通信装置は情報表示装置に通信可能に接続される。また、上記の「情報表示装置
」という用語は、情報を表示することができるあらゆるデバイスを含む概念である。情報
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表示装置の一例として、ＰＣ、テレビ等を挙げることができる。
【０００８】
　本発明に係る通信装置は、第１記憶制御手段と、第２記憶制御手段と、第１表示手段と
、位置情報送信手段と、を備える。第１記憶制御手段は、要約情報位置情報に基づいて複
数のコンテンツ要約情報を取得し、取得したコンテンツ要約情報の少なくとも一部を有す
るようにコンテンツ要約情報を用いて生成された格納要約情報を第１メモリに記憶する。
第２記憶制御手段は、第１メモリに記憶された格納要約情報のうちから所定数の格納要約
情報を選び出して第２メモリに記憶する。第１表示手段は、第２メモリに記憶された格納
要約情報のタイトルを通信装置に備えられる表示部に一覧表示し、一覧表示されたタイト
ルから何れか１つを選択する操作を受け付けて選択された該タイトルに対応する格納要約
情報に含まれる本文情報をスクロール表示する。位置情報送信手段は、一覧表示されたタ
イトルのうちから何れか１つを選択する操作を受け付けて選択された該タイトルに対応す
る格納要約情報に含まれるコンテンツ位置情報を情報表示装置に送信する。
【０００９】
　また、第１表示手段は、第２メモリに記憶された格納要約情報のタイトルを通信装置に
備えられる表示部に一覧表示し、一覧表示されたタイトルの格納要約情報に含まれる本文
情報を順番にスクロール表示する、としてもよい。
【００１０】
　これにより、選択された格納要約情報の本文情報を表示部にスクロール表示させること
で、比較的小さい表示部を用いる場合においても、目的の記事の本文情報の全文を表示す
ることができる。よって、ユーザに各コンテンツの内容を把握させることが可能となる。
また、ユーザが興味をもったコンテンツに関連する記事のタイトルを、選択可能に表示部
に一覧表示することによって、ユーザが各コンテンツ容易にアクセスすることが可能とな
る。
【００１１】
　また、通信装置が有する表示部ではコンテンツの全体を見づらい場合、通信装置から情
報表示装置にコンテンツの位置情報を送信することができる。これにより、ユーザは、情
報表示装置が有する表示手段においてコンテンツの全体を見ることができるため、よりユ
ーザの利便性を図ることが可能となる。
【００１２】
　また、通信装置は、一覧表示されたタイトルのうちから何れか１つを選択する操作を受
け付けて選択された該タイトルに対応する格納要約情報を第２記憶制御手段から削除する
削除手段を備える。
【００１３】
　これにより、本文情報を見た上でユーザにより不要であると判断された記事については
、表示部の一覧表示から削除することができる。よって、格納要約情報を取捨選択し、必
要な格納要約情報のみを一覧表示させることができるため、目的の記事情報に容易にアク
セスすることが可能となる。
【００１４】
　また、通信装置は、位置情報送信手段によってコンテンツ位置情報が情報表示装置に送
信された格納要約情報からキーワードを取得する第１取得手段を備える。また、第２記憶
制御手段は、位置情報送信手段によってコンテンツ位置情報が情報表示装置に送信された
格納要約情報または削除手段によって削除された格納要約情報に代えて、キーワードに関
連する格納要約情報を第１メモリから選び出して第２メモリに記憶させる。
【００１５】
　位置情報送信手段によってコンテンツ位置情報が情報表示装置に送信された格納要約情
報は、ユーザが必要としている格納要約情報である。よって当該格納要約情報から取得し
たキーワードは、ユーザが必要としている格納要約情報を表すものである。そして第２記
憶制御手段によって、キーワードに関連する格納要約情報を第１メモリから選び出して第
２メモリに記憶させることにより、（新たなコンテンツ位置情報をランダムに第２メモリ
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に補充するのではなく、）ユーザが必要とする格納要約情報を選択した上で第２メモリに
補充することができる。これにより、格納要約情報を取捨選択し、必要な格納要約情報の
みを表示部に一覧表示させることができるため、目的の記事情報に容易にアクセスするこ
とが可能となる。
【００１６】
　また、通信装置は、削除手段によって削除された格納要約情報からキーワードを取得す
る第２取得手段を備える。また、第２記憶制御手段は、位置情報送信手段によってコンテ
ンツ位置情報が情報表示装置に送信された格納要約情報または削除手段によって削除され
た格納要約情報に代えて、キーワードに関連しない格納要約情報を第１メモリから選び出
して第２メモリに記憶させる。
【００１７】
　削除手段によって削除された格納要約情報は、ユーザが必要としていない格納要約情報
である。よって当該格納要約情報から取得したキーワードは、ユーザが必要としていない
格納要約情報を表すものである。そして第２記憶制御手段によって、キーワードに関連し
ない格納要約情報を第１メモリから選び出して第２メモリに記憶させることにより、ユー
ザが必要とする格納要約情報を選択した上で第２メモリに補充することができる。これに
より、格納要約情報を取捨選択し、必要な格納要約情報のみを表示部に一覧表示させるこ
とができるため、目的の記事情報に容易にアクセスすることが可能となる。
【００１８】
　また、通信装置は、情報表示装置から送信されてきた印刷データを印刷する印刷機能を
有する。また、通信装置は、印刷データからキーワードを取得する第３取得手段を備える
。また、第２記憶制御手段は、位置情報送信手段によってコンテンツ位置情報が情報表示
装置に送信された格納要約情報または削除手段によって削除された格納要約情報に代えて
、キーワードに関連する格納要約情報を第１メモリから選び出して第２メモリに記憶させ
る。
【００１９】
　情報表示装置から送信されてきた印刷データは、ユーザが必要としている情報である。
よって印刷データから取得したキーワードは、ユーザが必要としている情報を表すもので
ある。そして第２記憶制御手段によって、キーワードに関連する格納要約情報を第１メモ
リから選び出して第２メモリに記憶させることにより、ユーザが必要とする格納要約情報
を選択した上で第２メモリに補充することができる。これにより、格納要約情報を取捨選
択し、必要な格納要約情報のみを表示部に一覧表示させることができるため、目的の記事
情報に容易にアクセスすることが可能となる。
【００２０】
　また、キーワードは、要約情報位置情報であってもよい。また、第２記憶制御手段は、
要約情報位置情報が一致する格納要約情報を互いに関連する格納要約情報であると判断し
、要約情報位置情報が一致しない格納要約情報を互いに関連しない格納要約情報であると
判断してもよい。これにより、ユーザが必要とする格納要約情報を、キーワードを用いて
第２記憶制御手段によって選択することが可能となる。
【００２１】
　また、通信装置は、キーワードに応じて格納要約情報に分類情報を割り当てる分類手段
を備えても良い。また、キーワードは、分類情報であってもよい。また、第２記憶制御手
段は、分類が一致する格納要約情報を互いに関連する格納要約情報であると判断し、分類
が一致しない格納要約情報を互いに関連しない格納要約情報であると判断してもよい。こ
れにより、ユーザが必要とする格納要約情報を、キーワードを用いて第２記憶制御手段に
よって選択することが可能となる。
【００２２】
　また、通信装置は、表示部に表示された操作部を選択する操作を受け付けて、第２メモ
リに記憶された全てのコンテンツ位置情報を情報表示装置に送信する一括送信手段を備え
てもよい。これによりユーザは、通信装置のみならず、情報表示装置を用いても、記事の
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要否の判断を行うことができる。よって、よりユーザの利便性を図ることが可能となる。
【００２３】
　また、通信装置は、位置情報送信手段によってコンテンツ位置情報が情報表示装置に送
信された格納要約情報からキーワードを取得する第１取得手段を備える。また、第１記憶
制御手段は、位置情報送信手段によってコンテンツ位置情報が情報表示装置に送信された
格納要約情報または削除手段によって削除された格納要約情報に代えて、キーワードに関
連するコンテンツ要約情報を取得して格納要約情報を生成する。
【００２４】
　当該格納要約情報から取得したキーワードは、ユーザが必要としている格納要約情報を
表すものである。そして第１記憶制御手段によって、キーワードに関連する格納要約情報
を取得することにより、ユーザが必要とする格納要約情報を選択した上で第１メモリに補
充することができる。これにより、格納要約情報を取捨選択し、必要な格納要約情報のみ
を第１メモリに蓄積させることができるため、目的の記事情報に容易にアクセスすること
が可能となる。
【００２５】
　また、通信装置は、削除手段によって削除された格納要約情報からキーワードを取得す
る第２取得手段を備える。また、第１記憶制御手段は、位置情報送信手段によってコンテ
ンツ位置情報が情報表示装置に送信された格納要約情報または削除手段によって削除され
た格納要約情報に代えて、キーワードに関連しないコンテンツ要約情報を取得して格納要
約情報を生成する。
【００２６】
　当該格納要約情報から取得したキーワードは、ユーザが必要としていない格納要約情報
を表すものである。そして第１記憶制御手段によって、キーワードに関連しない格納要約
情報を取得することにより、ユーザが必要とする格納要約情報を選択した上で第１メモリ
に補充することができる。これにより、格納要約情報を取捨選択し、必要な格納要約情報
のみを第１メモリに蓄積させることができるため、目的の記事情報に容易にアクセスする
ことが可能となる。
【００２７】
　また、通信装置は印刷機能を有する。また、通信装置は、情報表示装置から送信されて
きた印刷データからキーワードを取得する第３取得手段を備える。また、第１記憶制御手
段は、位置情報送信手段によってコンテンツ位置情報が情報表示装置に送信された格納要
約情報または削除手段によって削除された格納要約情報に代えて、キーワードに関連する
コンテンツ要約情報を取得して格納要約情報を生成する。
【００２８】
　印刷データから取得したキーワードは、ユーザが必要としている情報を表すものである
。そして第１記憶制御手段によって、キーワードに関連する格納要約情報を取得すること
により、ユーザが必要とする格納要約情報を選択した上で第１メモリに補充することがで
きる。これにより、格納要約情報を取捨選択し、必要な格納要約情報のみを第１メモリに
蓄積させることができるため、目的の記事情報に容易にアクセスすることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　図面を参照して実施例を説明する。図１は、本実施例の多機能機システム２の概略図を
示す。多機能機システム２は、多機能機１０と、複数のＰＣ７０および７１と、複数のコ
ンテンツ提供サーバ９０および９１と、を備える。多機能機１０は、ＬＡＮ回線４に接続
されている。各ＰＣ７０および７１は、ＬＡＮ回線４に接続されている。ＬＡＮ回線４は
、ルータ６を介してインターネット８に接続されている。各コンテンツ提供サーバ９０、
９１は、インターネット８に接続されている。本実施例では、コンテンツ提供サーバ９０
がある１つのサイトを公開しており、コンテンツ提供サーバ９１が別の１つのサイトを公
開している。各サイトは、複数のコンテンツを含んでいる。さらに、各コンテンツ提供サ
ーバ９０、９１は、自身のサイトが含んでいる複数のコンテンツの要約情報であるフィー
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ド情報（ＲＳＳ形式のフィード情報）を記憶している。これらの情報の具体的な内容につ
いては、後で詳しく説明する。
【００３０】
（多機能機の構成）
　図２は、多機能機１０の構成を示す。多機能機１０は、制御部１２、表示パネル５０、
キーパッド５２、印刷部５４、スキャン部５６、ＦＡＸ部５８、ネットワークインターフ
ェイス６０、ＰＳＴＮインターフェイス６２、等を有する。制御部１２は、ＣＰＵ１４、
ＲＯＭ１６、ＲＡＭ３０、ＮＶＲＡＭ４０、等を有する。
【００３１】
　ＣＰＵ１４は、ＲＯＭ１６に記憶されているプログラム１８～２６に従って様々な処理
を実行する。ＣＰＵ１４が実行する処理については、後で詳しく説明する。ＲＯＭ１６は
、様々なプログラム１８～２６を記憶している。基本機能プログラム１８は、多機能機１
０の基本的な動作を制御するためのプログラムである。基本機能プログラム１８は、例え
ば、表示パネル５０に表示される表示データを生成するためのプログラムを含んでいる。
また、基本機能プログラム１８は、例えば、印刷部５４、スキャン部５６、ＦＡＸ部５８
等を制御するためのプログラムを含んでいる。インターネット接続プログラム２０は、イ
ンターネット８に接続するためのプログラムである。フィード情報解析プログラム２２は
、コンテンツ提供サーバ９０、９２から取得されるフィード情報を解析し、表示パネル５
０で表示するための情報（以下では表示情報と呼ぶ）を作成するためのプログラムである
。フィード情報表示プログラム２４は、表示情報を表示するためのプログラムである。Ｐ
Ｃ管理プログラム２６は、ＰＣ７０、７１から送信されるＰＣ起動通知に従って処理を実
行するためのプログラムである。
【００３２】
　表示パネル５０は、様々な情報を表示することができる。表示パネル５０の表示画面は
、ＰＣ７０、７１が有する表示画面より小さい。表示パネル５０は、タッチパネルとして
機能する。図１１に、表示パネル５０の表示例を示す。表示パネル５０には、ゴミ箱ボタ
ン２１２、一括送信ボタン２１４、情報表示部２００～２０４が表示される。情報表示部
２００ないし２０４には、タイトル１ないし５と、ディスクリプション１ないし５とが表
示される。
【００３３】
　ＲＡＭ３０は、様々な記憶領域３２～３８を有する。基本機能ワーク領域３２は、基本
機能プログラム１８に従って処理が実行される過程で生成される各種データを記憶するた
めの記憶領域である。フィード情報解析ワーク領域３４は、フィード情報解析プログラム
２２に従って処理が実行される過程で作成される各種データを記憶するための記憶領域で
ある。表示情報記憶領域３６は、フィード情報解析プログラム２２に従って作成される表
示情報を記憶するための記憶領域である。ＰＣ情報記憶領域３８は、ＰＣ起動通知の送信
元のＰＣに関する情報を記憶するための記憶領域である。
【００３４】
　ＮＶＲＡＭ４０は、様々な記憶領域４２～４６を有する。基本機能パラメータ記憶領域
４２は、ＣＰＵ１４が基本機能プログラム１８に従って処理を実行する際に利用される各
種パラメータ（例えば印刷設定、スキャン設定等）を記憶するための記憶領域である。ま
た、基本機能パラメータ記憶領域４２には、表示パネル５０の座標情報テーブル４８も記
憶される。図３には、座標情報テーブル４８の例を示す。座標情報テーブル４８は、メモ
リ番号Ｍ０ないしＭ６の記憶領域を備える。各記憶領域には、表示パネル５０上の座標が
格納されている。具体的には、メモリ番号Ｍ０ないしＭ４の記憶領域には、情報表示部２
００～２０４（図１１）の座標がそれぞれ格納される。また、メモリ番号Ｍ５の記憶領域
には、ゴミ箱ボタン２１２の座標が格納される。また、メモリ番号Ｍ６の記憶領域には、
一括送信ボタン２１４の座標が格納される。
【００３５】
　ＵＲＬ記憶領域４４は、各コンテンツ提供サーバ９０、９１が有するフィード情報のＵ
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ＲＬを記憶するための記憶領域である。例えば、ユーザは、各コンテンツ提供サーバ９０
、９１からのコンテンツ提供サービスを受けるための登録を行なう必要がある。この登録
は、多機能機１０を利用して実行されてもよいし、ＰＣ７０、７１を利用して実行されて
もよい。
【００３６】
　ネットワークインターフェイス６０は、ＬＡＮ回線４に接続されている。多機能機１０
は、ＰＣ７０、７１と通信可能であるとともに、インターネット８にアクセス可能である
。
【００３７】
（ＵＲＬ記憶領域の記憶内容）
　続いて、ＮＶＲＡＭ４０のＵＲＬ記憶領域４４（図２参照）の記憶内容について説明す
る。図４は、ＵＲＬ記憶領域４４の記憶内容の一例を示す。ＵＲＬ記憶領域４４は、各コ
ンテンツ提供サーバ９０、９１のフィード情報のサイトＵＲＬ１０２を記憶することが可
能である。換言すると、ＵＲＬ記憶領域４４は、各サイトのフィード情報のサイトＵＲＬ
１０２を記憶することが可能である。図４の例では、ｎ個のサイトＵＲＬ１０２が記憶さ
れている。ここで、ｎを登録サイト数ｎと定義する。各サイトＵＲＬ１０２には、識別番
号１００が付与されている。本実施例では、識別番号１００を符号「ｉ」で表現する。
【００３８】
（表示情報記憶領域の記憶内容）
　続いて、ＲＡＭ３０の表示情報記憶領域３６（図２参照）の記憶内容について説明する
。表示情報記憶領域３６は、内部メモリ３７とワークメモリ３９とを更に備える。
【００３９】
　内部メモリ３７とは、コンテンツ提供サーバから取得したフィード情報に基づいて生成
された更新コンテンツ情報１３２を保持するメモリである。図５を用いて、内部メモリ３
７の記憶内容について説明する。内部メモリ３７は、ＵＲＬ記憶領域４４に記憶されてい
るＵＲＬ毎に表示情報１１２を記憶することが可能である。上述したように、ＵＲＬ記憶
領域４４にはｎ個（ｎは１以上の整数）のサイトＵＲＬ１０２が記憶されている（図４参
照）。このために、内部メモリ３７にもｎ個の表示情報１１２が記憶されている。
【００４０】
　個々の表示情報１１２のデータ構成について説明する。表示情報１１２は、サイトタイ
トル文字列１２２を備える。サイトタイトル文字列１２２は、サイト名を表す文字列であ
る。また、表示情報１１２は、ｍ個（ｍは１以上の整数）の更新コンテンツ情報１３２を
備える。ここで、ｍを登録コンテンツ数ｍと定義する。各更新コンテンツ情報１３２には
、０から（ｍ－１）までの識別番号１３０が割り振られる。また、更新コンテンツ情報１
３２は、フィード情報の少なくとも一部を有するように、フィード情報を用いて生成され
る情報である。更新コンテンツ情報１３２は、コンテンツタイトル文字列１４０、ジャン
ル１４１、ディスクリプション１４４、コンテンツ更新日時情報１４２、各サイトのフィ
ード情報のサイトＵＲＬ１０２、コンテンツＵＲＬ１４６を備えている。コンテンツタイ
トル文字列１４０は、コンテンツのタイトルの文字列である。コンテンツのタイトルのこ
とを「コンテンツの名称」と言い換えることもできる。ジャンル１４１は、情報の取得時
にキーワードに応じて決定される情報である。ジャンル分けの方法については後述する。
ディスクリプション１４４は、コンテンツが有する文字列が要約化されたものである。換
言すると、ディスクリプション１４４は、コンテンツのタイトルより多く、コンテンツの
全体の文字列より少ない文字列である。コンテンツ更新日時情報１４２は、コンテンツ提
供サーバにおいてコンテンツが更新された日時（最新の更新日時）に関する情報である。
サイトＵＲＬ１０２は、各コンテンツ提供サーバ９０、９１のフィード情報のＵＲＬであ
る。コンテンツＵＲＬ１４６は、それぞれのコンテンツのＵＲＬである。
【００４１】
　また、ワークメモリ３９について説明する。ワークメモリ３９とは、表示パネル５０に
表示するための情報を保持するメモリであり、内部メモリ３７から選び出された更新コン
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テンツ情報１３２が保持されるメモリである。図６を用いて、ワークメモリ３９の記憶内
容について説明する。ワークメモリ３９には、ｋ個（ｋは１以上の整数）の更新コンテン
ツ情報１３２が保持される。各更新コンテンツ情報１３２には、メモリ番号Ｍ０ないしＭ
（ｋ－１）が割り振られる。なお、ワークメモリ３９に記憶される更新コンテンツ情報１
３２のその他の構成は、内部メモリ３７に記憶される更新コンテンツ情報１３２と同様で
あるため、詳細な説明は省略する。
【００４２】
　図７および図８のフローチャートを用いて、本発明の表示処理を説明する。Ｓ２０２に
おいて、ＣＰＵ１４は、閲覧キーワードおよび削除キーワードを取得する。キーワードに
は、サイトＵＲＬ１０２や、ジャンル１４１などが用いられる。図９に示すように、サイ
トＵＲＬ１０２の例としては、「ＵＲＬ０（Ａｓａｈｉ）」、「ＵＲＬ１（Ｎｉｋｋｅｉ
）」などが挙げられる。また、ジャンルの例としては、「スポーツ」、「経済」などが挙
げられる。
【００４３】
　閲覧キーワードとは、ユーザが閲覧したコンテンツに関するキーワードである。すなわ
ち、閲覧キーワードは、ユーザの必要とするコンテンツに関するキーワードである。また
、削除キーワードとは、ユーザが削除したコンテンツに関するキーワードである。すなわ
ち、削除キーワードは、ユーザの必要としないコンテンツに関するキーワードである。閲
覧キーワードおよび削除キーワードは、後述するＳ３１２やＳ３１６において取得される
。これらの閲覧キーワードおよび削除キーワードは、例えば、ＮＶＲＡＭ４０の基本機能
パラメータ記憶領域４２に蓄積して記憶されていくとしてもよい。
【００４４】
　なお、キーワードを記憶しておく代わりに、過去の閲覧情報を記憶しておく形態でもよ
い。過去の閲覧情報とは、ＰＣ送信のデータ、削除データなどが挙げられる。そして例え
ば、過去の閲覧情報がＮＶＲＡＭ４０に保持され、Ｓ２０２において、過去の閲覧情報か
らキーワードを取得するとしてもよい。
【００４５】
　Ｓ２０４に進むと、ＣＰＵ１４は、ｎ個のサイトに順次接続して、各サイトからフィー
ド情報を取得する。フィード情報は、図５に示されるサイトタイトル文字列１２２やコン
テンツタイトル文字列１４０などを含んだ情報である。また、ＣＰＵ１４は、取得したフ
ィード情報に基づいて、更新コンテンツ情報１３２を生成する。
【００４６】
　またＣＰＵ１４は、更新コンテンツ情報１３２の生成時に、生成した更新コンテンツ情
報１３２のジャンル分けを行う。ジャンル分けとは、更新コンテンツ情報１３２に含まれ
るディスクリプション１４４から単語を抽出し、抽出した単語に応じて、「スポーツ」、
「経済」、「社会」、「政治」、「国際」などのジャンル１４１を割り当てることである
。例えば、「野球」などの単語が抽出された場合には、その更新コンテンツ情報１３２に
は、「スポーツ」のジャンル１４１が割り当てられる。
【００４７】
　Ｓ２０６に進むと、ＣＰＵ１４は、各サイトから取得したフィード情報に基づく更新コ
ンテンツ情報１３２を内部メモリ３７に記憶する。例として、図９に、登録コンテンツ数
ｍ＝５の場合の内部メモリ３７の記憶例を示す。識別番号１００＝”０”に対応する表示
情報１１２では、サイトタイトル文字列１２２が「Ａｓａｈｉ」であり、サイトＵＲＬ１
０２が「ＵＲＬ０」とされる。また、識別番号１００＝”１”に対応する表示情報１１２
では、サイトタイトル文字列１２２が「Ｎｉｋｋｅｉ」であり、サイトＵＲＬ１０２が「
ＵＲＬ１」とされる。また、識別番号１００＝”２”に対応する表示情報１１２では、サ
イトタイトル文字列１２２が「Ｃｈｕｎｉｃｈｉ」であり、サイトＵＲＬ１０２が「ＵＲ
Ｌ２」とされる。
【００４８】
　Ｓ２０８に進むと、ＣＰＵ１４は、キーワードと一致する更新コンテンツ情報１３２を
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、内部メモリ３７から検索する。
【００４９】
　キーワードにサイトＵＲＬ１０２を用いる場合の検索処理を説明する。この場合、閲覧
キーワードとして取得されたサイトＵＲＬ１０２のうち、数が多いサイトＵＲＬ１０２と
一致する更新コンテンツ情報１３２が検索される。また、削除キーワードとして取得され
たサイトＵＲＬ１０２を有する更新コンテンツ情報１３２は、検索対象から除外される。
例えば、「ＵＲＬ０（Ａｓａｈｉ）」のサイトＵＲＬ１０２が多く取得されている場合に
は、「ＵＲＬ０（Ａｓａｈｉ）」のコンテンツ提供サーバから取得された更新コンテンツ
情報１３２が検索される。
【００５０】
　また、キーワードにジャンルを用いる場合の検索処理を説明する。この場合、閲覧キー
ワードとして取得されたジャンルのうち、数が多いジャンルと一致する更新コンテンツ情
報１３２が検索される。また、削除キーワードとして取得されたジャンルを有する更新コ
ンテンツ情報１３２は、検索対象から除外される。例えば、「スポーツ」のジャンルが多
く取得されている場合には、「スポーツ」のジャンルを有する更新コンテンツ情報１３２
が検索される。
【００５１】
　なお、数が多いサイトＵＲＬ１０２やジャンルとは、多機能機１０の使用形態に応じて
適宜定めればよい。例えば、多機能機１０の電源が投入されてから３回以上閲覧されたサ
イトＵＲＬ１０２やジャンルを、数が多いサイトＵＲＬやジャンルとして扱っても良い。
これにより、多機能機１０の使用時に電源をＯＮする場合（例えば、プリンタ的な使い方
をする場合）においても、数が多いサイトＵＲＬ１０２やジャンルを適切に決定すること
ができる。また例えば、最近一週間の間に１０回以上閲覧されたサイトＵＲＬやジャンル
を、数が多いサイトＵＲＬやジャンルとして扱っても良い。これにより、多機能機の電源
を常時ＯＮにする場合（例えば、ファクシミリ的な使い方である場合）においても、数が
多いサイトＵＲＬ１０２やジャンルを適切に決定することができる。
【００５２】
　また、キーワードにサイトＵＲＬ１０２またはジャンルの何れを用いるかは、ユーザの
閲覧状態に応じて決定される。例えば、キーワードにジャンルを用いて検索した場合に、
特定のジャンルが所定割合（例えば５０％）を超えて多い場合（すなわち、ユーザが偏っ
たジャンルを見ている場合）には、ジャンルでの検索が優先されるとしてもよい。また、
検索結果のうちで特定のジャンルが所定割合を超えない場合（すなわち、ユーザがまんべ
んなく各ジャンルを見ている場合）には、サイトＵＲＬ１０２を用いた検索が優先される
としてもよい。これにより、より適切な検索が可能となる。
【００５３】
　Ｓ２１０に進むと、ＣＰＵ１４は、キーワードに応じた更新コンテンツ情報１３２を内
部メモリから選び出して、ワークメモリ３９に記憶させる処理を行う。キーワードにサイ
トＵＲＬ１０２を用いる場合の処理方法を説明する。この場合、内部メモリ３７に記憶さ
れている情報のうち、取得された閲覧キーワード（サイトＵＲＬ１０２）と一致するコン
テンツ提供サーバから取得された更新コンテンツ情報１３２を選び出して、ワークメモリ
３９へ記憶させる。また、内部メモリ３７に記憶されている情報のうち、取得された削除
キーワード（サイトＵＲＬ１０２）と一致するコンテンツ提供サーバから取得されたフィ
ード情報に基づく更新コンテンツ情報１３２は選び出されない。
【００５４】
　また、キーワードにジャンルを用いる場合の処理方法を説明する。この場合、内部メモ
リ３７に記憶されている情報のうち、取得された閲覧キーワード（ジャンル１４１）と一
致するジャンルを有する更新コンテンツ情報１３２を選び出して、ワークメモリ３９へ記
憶させる。また、内部メモリ３７に記憶されている更新コンテンツ情報１３２のうち、取
得された削除キーワード（ジャンル１４１）と一致するジャンルを有する更新コンテンツ
情報１３２は選び出されない。
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【００５５】
　例として、キーワードにサイトＵＲＬ１０２が用いられる場合に、閲覧キーワードとし
て「ＵＲＬ０（Ａｓａｈｉ）」と「ＵＲＬ１（Ｎｉｋｋｅｉ）」が取得され、削除キーワ
ードとして「ＵＲＬ２（Ｃｈｕｎｉｃｈｉ）」が取得された場合における、ワークメモリ
３９の記憶例を、図９、図１０を用いて説明する。図１０に示すように、ワークメモリ３
９には、閲覧キーワードと一致するコンテンツ提供サーバ（「Ａｓａｈｉ」と「Ｎｉｋｋ
ｅｉ」）から取得された更新コンテンツ情報１３２が、内部メモリ３７（図９）から選び
出されて保持されている。また、削除キーワードと一致するコンテンツ提供サーバ（「Ｃ
ｈｕｎｉｃｈｉ」）から取得されたフィード情報に基づく更新コンテンツ情報１３２は、
ワークメモリ３９（図１０）においては選び出されていない。
【００５６】
　Ｓ２１２に進むと、ＣＰＵ１４は、ワークメモリ３９に記憶されたデータに基づき、表
示パネル５０に複数のタイトルを表示させる。これにより、図１１に示すように、情報表
示部２００ないし２０４に、タイトル１ないし５と、ディスクリプション１ないし５とが
表示される。
【００５７】
　図８のＳ２２０へ進むと、ＣＰＵ１４は、フィード情報解析ワーク領域３４に記憶され
ている設定メモリ番号をメモリ番号Ｍ０（すなわち、図１１での情報表示部２００の座標
）にリセットする。設定メモリ番号とは、後述するスクロールルーチンによってスクロー
ル表示をする情報表示部を、情報表示部２００ないし２０４のうちから特定するためのメ
モリ番号である。
【００５８】
　Ｓ２２２に進むと、ＣＰＵ１４は、表示パネル５０にユーザの指が触れられているか否
かを判断する。触れられている場合（Ｓ２２２：ＹＥＳ）には、Ｓ２２４へ進む。
【００５９】
　Ｓ２２４では、選択処理が行われる。図１２を用いて、選択処理を説明する。Ｓ３０２
において、ＣＰＵ１４は、表示パネル５０上でユーザの指が接触した部位の座標を取得す
る。Ｓ３０４に進むと、ＣＰＵ１４は、指の接触部位の座標が、タイトルの表示されてい
る情報表示部２００ないし２０４の何れかの座標と一致するか否かを判断する。この判断
は、ＣＰＵ１４が図３の座標情報テーブル４８を参照して、指の接触部位の座標がメモリ
番号Ｍ０ないしＭ４の何れかの座標と一致するか否かによって行われる。両座標が一致す
る場合（Ｓ３０４：ＹＥＳ）には、ユーザの指が情報表示部２００ないし２０４の何れか
をタッチしていることになるため、Ｓ３０６へ進む。
【００６０】
　Ｓ３０６では、ＣＰＵ１４は、指の接触部位の座標からメモリ番号を判断する。すなわ
ち、ＣＰＵ１４は、指の接触部位の座標が、メモリ番号Ｍ０ないしＭ４の座標の何れに該
当するかを判断する。Ｓ３０８へ進むと、ＣＰＵ１４は、タイトルがクリック操作された
か否かを判断する。クリック操作とは、表示パネル５０の表面を短い間隔で１回タッチす
る操作である。
【００６１】
　タイトルのクリック操作が行われた場合（Ｓ３０８：ＹＥＳ）には、Ｓ３１０へ進む。
Ｓ３１０では、ＣＰＵ１４は、クリックされた情報表示部のコンテンツをＰＣ７０やＰＣ
７１に転送する。例えば、図１１の情報表示部２０１がクリックされた場合には、図３に
示すように、メモリ番号Ｍ１が選択されたことになる。よって、メモリ番号Ｍ１に関連す
るコンテンツＵＲＬ１４６が、ＰＣ７０やＰＣ７１に転送される。ＰＣ７０や７１は、転
送されたコンテンツＵＲＬ１４６に基づいてコンテンツをコンテンツ提供サーバからダウ
ンロードする。これにより、表示パネル５０よりも大きな表示部を有するＰＣ７０や７１
において、選択されたコンテンツの内容を表示させることができる。
【００６２】
　Ｓ３１２へ進むと、ＣＰＵ１４は、閲覧キーワードを取得する。閲覧キーワードとして
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は、ジャンル１４１およびサイトＵＲＬ１０２が取得される。例えば、図１０において、
メモリ番号Ｍ１が選択された場合には、メモリ番号Ｍ１のジャンル「スポーツ」、および
サイトＵＲＬ１０２「ＵＲＬ０（Ａｓａｈｉ）」が、閲覧キーワードとして取得される。
【００６３】
　一方、Ｓ３０８において、クリック操作が行われなかった場合（Ｓ３０８：ＮＯ）には
、Ｓ３１４へ進む。Ｓ３１４では、ＣＰＵ１４は、タイトルが削除操作されたか否かを判
断する。削除操作とは、図１１において、情報表示部２００ないし２０４の何れかに表示
されたタイトルを、ゴミ箱ボタン２１２にドラッグアンドドロップする操作である。削除
が行われなかった場合（Ｓ３１４：ＮＯ）には、Ｓ２４０（図８）へ進む。一方、削除が
行われた場合（Ｓ３１４：ＹＥＳ）には、Ｓ３１６へ進む。
【００６４】
　Ｓ３１６では、ＣＰＵ１４は、削除キーワードを取得する。削除キーワードとしては、
ジャンル１４１およびサイトＵＲＬ１０２が取得される。例えば、図１０において、メモ
リ番号Ｍ１に関する更新コンテンツ情報１３２が削除された場合には、メモリ番号Ｍ１の
ジャンル「スポーツ」、およびサイトＵＲＬ１０２「ＵＲＬ０（Ａｓａｈｉ）」が、削除
キーワードとして取得される。
【００６５】
　また、Ｓ３０４において、指の接触部位の座標がタイトルの表示されている情報表示部
２００ないし２０４の何れの座標とも一致しない場合（Ｓ３０４：ＮＯ）には、Ｓ３１８
へ進む。Ｓ３１８では、ＣＰＵ１４は、図３の座標情報テーブル４８のメモリ番号Ｍ６を
参照して、指の接触部位の座標が一括送信ボタン２１４（図１１）の座標と一致するか否
かを判断する。一括送信ボタン２１４とは、ワークメモリ３９に記憶される全ての更新コ
ンテンツ情報１３２を、一括してＰＣ７０や７１に送信する一括送信操作を行うためのボ
タンである。両座標が一致する場合（Ｓ３１８：ＹＥＳ）には、Ｓ３２０へ進み、ＣＰＵ
１４は一括送信操作を行う。一方、両座標が一致しない場合（Ｓ３１８：ＮＯ）には、Ｓ
２４０（図８）へ戻る。
【００６６】
　図８に説明を戻す。Ｓ２２６へ進むと、ＣＰＵ１４は、選択処理（Ｓ２２４）において
ＰＣに転送されたコンテンツまたは削除されたコンテンツに関する更新コンテンツ情報１
３２を、ワークメモリ３９から削除する。図１０の例では、メモリ番号Ｍ１の更新コンテ
ンツ情報１３２が、ワークメモリ３９から削除される。
【００６７】
　またＳ２２８へ進むと、ＣＰＵ１４は、ワークメモリ３９において削除された更新コン
テンツ情報１３２と同一の更新コンテンツ情報１３２を、内部メモリ３７から削除する。
図９の例では、識別番号１３０＝”０”（サイトタイトル文字列１２２＝「Ａｓａｈｉ」
）の識別番号＝１に該当する更新コンテンツ情報１３２が、内部メモリ３７から削除され
る。
【００６８】
　Ｓ２３０に進むと、内部メモリ更新処理が行われる。図１３を用いて、内部メモリ更新
処理を説明する。Ｓ４０２において、ＣＰＵ１４は、コンテンツ提供サーバ９０にアクセ
スし、新たなフィード情報を取得し、取得したフィード情報に基づいて、更新コンテンツ
情報１３２を生成する。またＣＰＵ１４は、新たな更新コンテンツ情報１３２の生成時に
、当該更新コンテンツ情報１３２にジャンル１４１を割り当てる。
【００６９】
　また、Ｓ４０２における新たなフィード情報の取得は、キーワードを用いて行われる。
キーワードにサイトＵＲＬ１０２を用いる場合の取得方法を説明する。この場合、閲覧キ
ーワードとして取得されたサイトＵＲＬ１０２のうち、数が多いサイトＵＲＬ１０２と一
致するコンテンツ提供サーバからフィード情報を取得し、Ｓ４０４に進む。Ｓ４０４に進
むと、ＣＰＵ１４は、フィード情報に基づいて生成された更新コンテンツ情報１３２を、
内部メモリ３７に追加する。
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【００７０】
　また、キーワードにジャンルを用いる場合の取得方法を説明する。この場合、コンテン
ツ提供サーバからフィード情報を取得し、取得したフィード情報からジャンルを抽出し、
閲覧キーワードと同一ジャンルのフィード情報のみを記憶対象として選択し、Ｓ４０４に
進む。Ｓ４０４に進むと、ＣＰＵ１４は、記憶対象として選択したフィード情報に基づい
て生成された更新コンテンツ情報１３２を、内部メモリ３７に追加する。
【００７１】
　なお、キーワードにサイトＵＲＬ１０２またはジャンルのどちらが用いられるかは、閲
覧状態に応じて決定される。キーワードの決定方法は前述した方法と同様であるため、こ
こでは詳細な説明は省略する。
【００７２】
　これにより、フィード情報を厳選し、必要な更新コンテンツ情報１３２のみを生成した
上で内部メモリ３７に蓄積させることができるため、ユーザが目的の記事情報に容易にア
クセスすることが可能となる。
【００７３】
　図８に説明を戻す。Ｓ２３０において内部メモリ更新処理が終了すると、Ｓ２３２へ進
み、ワークメモリ更新処理が行われる。図１４を用いて、ワークメモリ更新処理を説明す
る。Ｓ５０２において、ＣＰＵ１４は、内部メモリ３７にアクセスし、新たな更新コンテ
ンツ情報１３２を取得する。
【００７４】
　また、Ｓ５０２における新たな更新コンテンツ情報１３２の取得は、キーワードを用い
て行われる。キーワードにサイトＵＲＬ１０２を用いる場合の取得方法を説明する。この
場合、閲覧キーワードとして取得されたサイトＵＲＬ１０２のうち、数が多いサイトＵＲ
Ｌ１０２に関する表示情報１１２から更新コンテンツ情報１３２を取得する。また、削除
キーワードとして取得されたサイトＵＲＬ１０２を有する表示情報１１２にはアクセス禁
止する。
【００７５】
　また、キーワードにジャンルを用いる場合の取得方法を説明する。この場合、閲覧キー
ワードとして取得されたジャンルと同一ジャンルの更新コンテンツ情報１３２が内部メモ
リ３７から取得される。また、削除キーワードとして取得されたジャンルと同一ジャンル
の更新コンテンツ情報１３２は、取得対象から除外される。
【００７６】
　Ｓ５０４に進むと、ＣＰＵ１４は、ワークメモリ３９に取得した更新コンテンツ情報１
３２を追加する。
【００７７】
　図８に説明を戻す。Ｓ２３２においてワークメモリ更新処理が終了すると、Ｓ２３４へ
進む。Ｓ２３４では、ＣＰＵ１４は、更新されたワークメモリ３９に基づき、表示パネル
５０に複数のタイトルを表示させる。これにより、表示パネル５０において、選択処理（
Ｓ２２４）においてＰＣに転送された更新コンテンツ情報１３２または削除された更新コ
ンテンツ情報１３２に代えて、新たな更新コンテンツ情報１３２が表示される。
【００７８】
　一方、Ｓ２２２において、表示パネル５０にユーザの指が触れられていない場合（Ｓ２
２２：ＮＯ）には、Ｓ２４０へ進む。
【００７９】
　Ｓ２４０では、ＣＰＵ１４は、スクロールルーチンに設定メモリ番号を渡す。ここでス
クロールルーチンとは、ユーザの指が表示パネル５０に触れられていない期間において、
設定メモリ番号で指定された情報表示部をスクロール表示するルーチンである。スクロー
ルルーチンは、フィード情報表示プログラム２４によって実行される。
【００８０】
　Ｓ２４２へ進むと、ＣＰＵ１４は、情報表示部でスクロール表示されているディスクリ
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プションの全文が、終わりまで表示されたか否かを判断する。終わりまで表示されていな
い場合（Ｓ２４２：ＮＯ）には、Ｓ２２２へ戻る。一方、終わりまで表示されている場合
（Ｓ２４２：ＹＥＳ）には、Ｓ２４４へ進む。
【００８１】
　Ｓ２４４では、ＣＰＵ１４は、設定メモリ番号をカウントアップする。Ｓ２４６へ進む
と、ＣＰＵ１４は、座標情報テーブル４８（図３）を参照して、現在の設定メモリ番号と
等しい番号が、情報表示部の座標が記憶されているメモリ番号（Ｍ０ないしＭ４）に存在
するか否かを判断する。メモリ番号が存在する場合（Ｓ２４６：ＹＥＳ）には、Ｓ２２２
へ戻る。よって、カウントアップされた設定メモリ番号に対応する情報表示部において、
ディスクリプションのスクロール表示が行われる。これにより、例えば、メモリ番号Ｍ１
（情報表示部２０１）のディスクリプションのスクロール表示が終わった場合には、次の
メモリ番号Ｍ２（情報表示部２０２）のディスクリプションのスクロール表示が開始され
る。一方、メモリ番号が存在しない場合（Ｓ２４６：ＮＯ）は、最下段の情報表示部での
スクロール表示が終了した場合である。よってＳ２２０へ戻り、設定メモリ番号がメモリ
番号Ｍ０にリセットされることで、最上段（情報表示部２００）のディスクリプションの
スクロール表示が開始される。
【００８２】
　これにより、指が触れられていない場合には、情報表示部の上段から順にスクロール表
示が行われる。そして、最下段の情報表示部のディスクリプションのスクロール表示が終
了すると、最上段の項目のディスクリプションのスクロール表示に戻る制御が行われる。
【００８３】
　本実施形態に係る発明の効果を以下に説明する。本実施形態に係る発明では、ユーザに
よって選択された更新コンテンツ情報１３２のディスクリプション１４４を表示パネル５
０にスクロール表示させることで、比較的小さい表示パネル５０を用いる場合においても
、目的の記事のディスクリプション１４４の全文を表示することができる。よって、ユー
ザに各コンテンツの内容を把握させることが可能となる。
【００８４】
　また、多機能機１０が有する表示パネル５０ではコンテンツの全体を見づらい場合、多
機能機１０からＰＣ７０や７１にコンテンツのＵＲＬなどを転送することができる。これ
により、ユーザは、ＰＣ７０や７１のモニタにおいてコンテンツの全体を見ることができ
るため、よりユーザの利便性を図ることが可能となる。
【００８５】
　また、ディスクリプション１４４を見た上でユーザにより不要であると判断された記事
については、表示パネル５０の一覧表示から削除することができる。よって、コンテンツ
を取捨選択し、必要なコンテンツのみを表示パネル５０に一覧表示させることができるた
め、目的のコンテンツに容易にアクセスすることが可能となる。
【００８６】
　また、コンテンツのＵＲＬなどがＰＣ７０や７１に送信されたコンテンツは、ユーザが
必要としているコンテンツである。よって当該コンテンツから取得したキーワードは、ユ
ーザが必要としているコンテンツを表すものである。そして本発明では、キーワードに関
連する更新コンテンツ情報１３２を内部メモリ３７から選び出してワークメモリ３９に記
憶させることにより、（新たな更新コンテンツ情報１３２をランダムにワークメモリ３９
に補充するのではなく、）ユーザが必要とする更新コンテンツ情報１３２を選択した上で
ワークメモリ３９に補充することができる。これにより、更新コンテンツ情報１３２を取
捨選択し、ユーザにとって必要な更新コンテンツ情報１３２のみを表示パネル５０に一覧
表示させることができるため、ユーザが目的のコンテンツに容易にアクセスすることが可
能となる。
【００８７】
　以上、本発明の具体例を詳細に説明したが、これらは例示にすぎず、特許請求の範囲を
限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例を様々
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に変形、変更したものが含まれる。上記の実施例の変形例を以下に列挙する。
【００８８】
　本実施形態では、ＰＣ送信のデータや削除データからキーワードを取得としたが、キー
ワードの取得対象はこれらに限られない。例えば、ＰＣ７０や７１から多機能機１０に送
信されてくる印刷データからキーワードを取得するとしてもよい。印刷データを受信する
と、ＣＰＵ１４は、印刷部５４によって印刷を行う。そして印刷データには、ユーザが必
要としているデータであることから、印刷データからは閲覧キーワード（ユーザの必要と
するコンテンツに関するキーワード）を取得することができる。
【００８９】
　また、本実施形態では、キーワードにサイトＵＲＬ１０２を用いる場合を説明したが、
この形態に限られない。キーワードには、コンテンツ提供サーバを特定できる情報であれ
ば何れの情報を用いてもよい。よって、例えば、サイトタイトル文字列１２２（「Ａｓａ
ｈｉ」など）をキーワードに用いてもよいことは言うまでもない。
【００９０】
　また、本実施形態では、クリックされた情報表示部のコンテンツをＰＣ７０やＰＣ７１
に転送する（Ｓ３１０）としたが、この形態に限られない。クリックされた情報表示部の
コンテンツを表示パネル５０に表示するとしてもよいことは言うまでもない。
【００９１】
　また、本実施形態では、Ｓ２０４における各サイトからのフィード情報の取得時に、内
部メモリ更新処理（図１３）のＳ４０２と同様にして、閲覧キーワードを用いてフィード
情報の選択を行うとしてもよい。閲覧キーワードにサイトＵＲＬ１０２を用いる場合には
、当該サイトＵＲＬ１０２と一致するコンテンツ提供サーバからフィード情報が取得され
る。また、閲覧キーワードにジャンルを用いる場合には、ＣＰＵ１４は、コンテンツ提供
サーバからフィード情報を取得し、取得したフィード情報からジャンルを抽出する。そし
て、閲覧キーワードと同一ジャンルのフィード情報に基づいて生成した更新コンテンツ情
報１３２のみを、記憶対象として選択して内部メモリ３７に記憶させる。また、Ｓ２０４
における各サイトからのフィード情報の取得時に、削除キーワードを用いてフィード情報
の取得を制限するとしてもよい。削除キーワードにサイトＵＲＬ１０２を用いる場合には
、当該サイトＵＲＬ１０２と一致するコンテンツ提供サーバにはアクセスが禁止される。
また、削除キーワードにジャンルを用いる場合には、ＣＰＵ１４は、コンテンツ提供サー
バからフィード情報を取得し、取得したフィード情報からジャンルを抽出する。そして、
削除キーワードと同一ジャンルのフィード情報を記憶対象から除外する。
【００９２】
　これにより、必要な更新コンテンツ情報１３２のみを取捨選択して内部メモリ３７に蓄
積することができるため、内部メモリ３７に記憶されている更新コンテンツ情報１３２を
そのままワークメモリ３９へコピーして用いることができる。よって、表示処理（図７）
において、キーワードと一致する更新コンテンツ情報１３２を内部メモリ３７から検索す
るステップ（Ｓ２０８）や、キーワードに応じた更新コンテンツ情報１３２を内部メモリ
から選び出してワークメモリ３９に記憶させるステップ（Ｓ２１０）を、省略することが
可能となる。
【００９３】
　また、本実施形態では、Ｓ４０２における新たなフィード情報の取得において、閲覧キ
ーワードを用いてフィード情報の選択を行うとしたが、この形態に限られない。Ｓ４０２
において、削除キーワードも用いてフィード情報の取得を制限してもよいことは言うまで
もない。削除キーワードにサイトＵＲＬ１０２を用いる場合には、当該サイトＵＲＬ１０
２と一致するコンテンツ提供サーバにはアクセスが禁止される。よって、削除された更新
コンテンツ情報１３２の基礎となるフィード情報の取得元と同一のサイトからは、フィー
ド情報が取得されない。また、削除キーワードにジャンルを用いる場合には、ＣＰＵ１４
は、コンテンツ提供サーバからフィード情報を取得し、取得したフィード情報からジャン
ルを抽出する。そして、削除キーワードと同一ジャンルのフィード情報を記憶対象から除
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外する。よって、削除された更新コンテンツ情報１３２と同一のジャンルを有する更新コ
ンテンツ情報１３２は取得されない。これにより、必要なフィード情報のみを取得するこ
とができるため、ユーザが目的の記事情報に容易にアクセスすることが可能となる。
【００９４】
　また、内部メモリ３７の記憶内容をバックアップする領域をＮＶＲＡＭ４０に設け、内
部メモリ３７の記憶内容が更新される都度、あるいは所定のタイミングで、ＣＰＵ１４が
内部メモリ３７の記憶内容をＮＶＲＡＭ４０にバックアップする形態としてもよい。そし
て、多機能機１０の電源がＯＮにされた際に、ＣＰＵ１４は、ＮＶＲＡＭ４０にバックア
ップされた記憶内容を内部メモリ３７に戻すように動作させてもよい。これにより、多機
能機１０の電源をＯＦＦにしても、次回に電源をＯＮにする際に、ＮＶＲＡＭ４０にバッ
クアップされていた内部メモリ３７の記憶内容を利用できる。よって、多機能機１０の立
ち上げ直後に、すぐに前回の表示内容を表示パネル５０に表示することができるため、よ
りユーザの利便性を図ることが可能となる。
【００９５】
　また、本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であるいは各種の組合せによっ
て技術的有用性を発揮するものであり、出願時請求項記載の組合せに限定されるものでは
ない。また、本明細書または図面に例示した技術は複数目的を同時に達成するものであり
、そのうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有用性を持つものである。
【００９６】
　なお、フィード情報はコンテンツ要約情報の一例、更新コンテンツ情報１３２は格納要
約情報の一例、コンテンツＵＲＬ１４６は要約情報位置情報の一例、多機能機１０は通信
装置の一例、表示パネル５０は表示部の一例、ＰＣ７０および７１は情報表示装置の一例
、内部メモリ３７は第１メモリの一例、ワークメモリ３９は第２メモリの一例、ディスク
リプション１４４は本文情報の一例、ジャンル１４１およびサイトＵＲＬ１０２はキーワ
ードの一例、一括送信ボタン２１４は操作部の一例、である。　
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】多機能機システムの構成を示す図である。
【図２】多機能機の構成を示す図である。
【図３】座標情報テーブルの一例を示す図である。
【図４】ＵＲＬ記憶領域の記憶内容の一例を示す図である。
【図５】内部メモリの記憶内容の一例（その１）を示す図である。
【図６】ワークメモリの記憶内容の一例を示す図である。
【図７】多機能機が実行する表示処理のフローチャート（その１）を示す図である。
【図８】多機能機が実行する表示処理のフローチャート（その２）を示す図である。
【図９】内部メモリの記憶内容の一例（その２）を示す図である。
【図１０】ワークメモリの記憶内容の一例（その２）を示す図である。
【図１１】表示パネルの表示例を示す図である。
【図１２】多機能機が実行する選択処理のフローチャートを示す図である。
【図１３】多機能機が実行する内部メモリ更新処理のフローチャートを示す図である。
【図１４】多機能機が実行するワークメモリ更新処理のフローチャートを示す図である。
【符号の説明】
【００９８】
１０　多機能機
３７　内部メモリ
３９　ワークメモリ
５０　表示パネル
７０、７１　ＰＣ
１０２　サイトＵＲＬ
１３２　更新コンテンツ情報
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１４１　ジャンル
１４４　ディスクリプション
１４６　コンテンツＵＲＬ

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】



(20) JP 2010-86457 A 2010.4.15

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】
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